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202２年３⽉期 第２四半期業績概要
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202２年３⽉期 第２四半期経営成績
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中国のＩＴ電⼦機器、医療機器関連が堅調に推移
また、アジア・欧⽶などの海外を中⼼に⾃動⾞や⽣活⽤品関連の需要は回復

項⽬
（単位︓百万円）

2020/2Q
実績

2021/2Q
実績

前期⽐
増減

前期⽐
増減率

2021/2Q
計画

計画⽐
増減

受注⾼ 10,696 17,941 +7,245 +67.7％ 15,000 +2,941

売上⾼ 9,785 15,876 +6,091 +62.2％ 15,000 +876

営業利益 △531 718 +1,249 － 600 +118

営業利益率 △5.4％ 4.5％ +9.9P － 4.0% +0.5P

経常利益 △484 801 +1,285 － 625 +176

親会社株主に帰
属する四半期純
利益

△439 449 +888 － 425 +24

１株当たり四半
期純利益 △21.34円 21.86円 +43.20円 － 20.65円 +1.21円

＜参考＞
為替レー(USD) 106円 112円 +6円 － 110円 +2円



売上⾼・営業利益の増減要因分析

売上⾼は、射出成形機、ダイカストマシン共に増加
営業利益は、売上⾼と⽣産操業度が回復し、７億円となる
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営業利益増減要因分析
（単位︓百万円）
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製品別受注⾼・売上⾼・受注残⾼

受注⾼は179億円（前期⽐＋72億円）、受注残⾼は122億円（前期⽐＋57億円）
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射出成形機
（単位:百万円）

2020/2Q
実績 構成⽐ 2021/2Q

実績 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 8,595 80% 12,977 72% +4,382 +51.0％

(内、海外) (6,212) （72％） (9,560) （74％） (+3,348) +53.9％

売上⾼ 7,471 76％ 12,616 79％ +5,145 +68.9％

(内、海外) (5,281) （71％） (9,911) （79％） （+4,630) +87.7％

受注残⾼ 5,212 80％ 8,951 73％ +3,739 +71.7％

ダイカストマシン
（単位:百万円）

2020/2Q
実績 構成⽐ 2021/2Q

実績 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 2,101 20% 4,964 28% +2,863 +136.3%

（内、海外） (1,392) （66％） (3,590) （72％） （+2,198) +157.9%

売上⾼ 2,314 24％ 3,260 21％ +946 +40.9%

（内、海外） (1,511) （65％） (2,336) （72％） (+825) +54.6％

受注残⾼ 1,267 20％ 3,302 27％ +2,035 +160.6%

※構成⽐の欄は受注⾼、売上⾼、受注残⾼における射出成形機とダイカストマシンの構成⽐。それぞれの海外⽐率を
括弧書き表記しています。
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業種別売上⾼の動向

業種全体の需要は回復
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【⾃動⾞関連】
アジア向けの射出成形機、ダイカ
ストマシン共に増加

【IT関連】
中国のスマートフォンやタブレット、
その関連付属商品向けに⼩型射
出成形機が増加

【⽣活関連】
欧州、⽶州向けの中⼤型射出成
形機が増加

【⼯業製品】
国内向けの射出成形機が増加

【家電関連】
アジア向けの射出成形機が増加

【医療関連】
中国・国内向けの⼩型射出成形
機が増加

業種別
売上⾼⽐率

26％

IT電⼦機器関連

外側
2021/2Q 売上⾼

159億円

10％

医療関連

7％

⼯業部品

24％

⽣活関連

30％

⾃動⾞関連

3％

家電関連

内側
2020/2Q 売上⾼

98億円



地域別売上⾼の動向

中国は堅調に推移する中、国内、アジア、⽶州、欧州他の売上は回復

© TOYO MACHINERY & METAL CO.,LTD. All rights reserved.
7

2,993 3,629 

3,833 

6,991 
1,421 

2,529 

917 

1,292 

621 

1,435 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2020/2Q 2021/2Q

地域別売上⾼推移

【欧州・他】
中⼤型射出成形機が増加

【⽶州】
中⼤型射出成形機が増加

【アジア】
射出成形機は、インドの⾃動⾞関連が増加
ダイカストマシンは、インド、韓国の⾃動⾞関連が増加

【中国（台湾含む）】
射出成形機は、IT電⼦機器、医療機器関連の⼩型機が増加
ダイカストマシンは、 IT電⼦機器、⾃動⾞関連が増加

【国内】
射出成形機は、⽇⽤雑貨や容器類などの⽣活⽤品や医療機器関連が増加
ダイカストマシンは、⾃動⾞関連が増加

（単位:百万円）



202２年３⽉期 通期業績予想
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経営理念・経営⽅針と今後３年間の基本⽅針

製品 - 顧客満⾜を追求する独⾃技術で安⼼・安全・価値ある製品をお届けする
顧客 - 顧客からベストパートナーとして選ばれる企業を⽬指す
社員 - 全社員が⾃信と誇りを持って働ける活⼒ある職場づくりに努める
社会 - 希望と未来が描ける持続可能な明るい社会の実現に貢献する

CustomersʼValue Up
顧客が抱えるモノづくり領域の課題を解決

し、顧客の付加価値向上に貢献する

持続的成⻑に向けた
新たな取り組み

⾃社・顧客・社会が持続的に成⻑できる仕
組みと体制を整備する

経営基盤の刷新と強化
経営管理基盤と⼈材育成の仕組みを再構
築しコーポレート・ガバナンス体制のさらなる

強化を進める

QCDSの改善 周辺領域への
取り組み

ＡＩ技術
新素材対応

SDGs
ESG経営

経営管理
体制の強化

⼈材育成制度
の構築

基本⽅針

経営
理念

経営⽅針

新たな価値創造を通じて社会に貢献し、
⼀⼈ひとりが輝けるより豊かな未来を実現する

9



2022年３⽉期 通期の業績予想

2021年度下半期の⾒通しは、新型コロナウイルスや半導体不⾜の影響で
部品調達が不安定ではあるが、業界の需要は回復すると予想
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項⽬
（単位︓百万円）

2020年度
実績

2021年度
予想

前期⽐
増減

前期⽐
増減率

受注⾼ 29,491 31,250 +1,759 +6.0％

売上⾼ 24,870 30,000 +5,130 +20.6％

営業利益 △211 1,200 +1,411 －

営業利益率 △0.8％ 4.0％ +4.8P －

経常利益 △101 1,250 +1,351 －

親会社株主に帰属
する当期純利益 △232 850 +1,082 －

１株当たり
当期純利益 △11.28円 41.36円 +52.64円 －

＜参考＞
為替レート(USD) 111円 110円 △1円 △0.9％



製品別 受注⾼・売上⾼・受注残⾼予想

受注⾼は312億円（前期⽐+17億円）、売上⾼は300億円（前期⽐+51億円）
受注残⾼は114億円（前期⽐+12億円）を予想
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射出成形機
（単位:百万円）

2020年度
実績 構成⽐ 2021年度

予想 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 24,108 82% 22,650 72% △1,458 △6.0％

(内、海外) (18,418) （76％） (16,650) (74％) △1,768 △9.6%

売上⾼ 19,606 79％ 22,900 76％ +3,294 +16.8％

(内、海外) (14,448) （74％） (17,500) (76％) +3,052 +21.1%

受注残⾼ 8,591 84％ 8,341 73％ △250 △2.9％

ダイカストマシン
（単位:百万円）

2020年度
実績 構成⽐ 2021年度

予想 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 5,383 18% 8,600 28% +3,217 +59.8%

（内、海外） (3,779) （70％） (6,200) (72%) +2,421 +64.1%

売上⾼ 5,264 21％ 7,100 24％ +1,836 +34.9%

（内、海外） (3,518) （67％） (5,100) (72%) +1,582 +45.0％

受注残⾼ 1,597 16％ 3,097 27％ +1,500 +93.9%

※構成⽐の欄は受注⾼、売上⾼、受注残⾼における射出成形機とダイカストマシンの構成⽐。それぞれの海外⽐率を
括弧書き表記しています。
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10%

2%
8%24%

30%

業種別・地域別 売上⾼予想

業種別では⽣活関連、⾃動⾞が増加、地域別では全地域で増加する⾒込み
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業種別売上⾼構成予想
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売上⾼⽐率
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株主還元について

2021年度中間は、１株につき7円50銭の配当を実施
2021年度期末は、１株につき7円50銭の配当を予定
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1株当たりの配当⾦・当期純利益、配当性向、純資産配当率
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トピックス
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トピックス①-１

Material
feed

Screw
Heated barrel

Nozzle

Check valve

SAGスクリュ  熱の影響を受けやすい植物
由来樹脂に対し、可塑化中
のせん断発熱を抑え、物性
低下をはじめ、変⾊や焼けを
抑制．

 可塑化安定性向上．

MXTスクリュ  さまざまなリサイクル材の
溶融状態を均質化し、成
形品質の安定化に寄
与．

 従来の混錬型スクリュに
⽐べ可塑化中の発熱が
低減．

SAG+αⅡ  植物由来材料などの予備
乾燥ができない、もしくは乾
燥しても⽔分を⼗分に除去
できない場合に最適．

 樹脂の乾燥時間を削減し、
省エネルギー化に貢献．

 可塑化中に発⽣するガスを
抑制し、⾦型の汚染を低
減．

N2Seal  酸化劣化の影響を受けや
すい植物由来樹脂に対
し、材料の焼けや変⾊を
防⽌．

 窒素ガス供給はPSA⽅式
を採⽤し、装置は成形機
内へビルトイン可能．

 動作および装置の状態監
視は全て成形機で管理．

meltcon®  リサイクル材など物性
の変化を伴う樹脂粘
度を成形機で管理し、
⼀定の粘度値に⾃動
調整することで成形品
質の安定化に寄与．

SRC-Ⅲ計量  リサイクル材使⽤時の可
塑化の不安定性を解消
するため、溶融樹脂密度
の安定化と、チェックリン
グの閉鎖挙動を制御する
独⾃の計量⽅式．

射出量の安定化

溶融樹脂粘度管理

真空ガス脱気可塑化システム

樹脂の酸化劣化防⽌システム

低せん断スクリュ ⾼混錬スクリュ

環境配慮型樹脂の成形における課題
①樹脂材料管理(溶融粘度、乾燥)
②熱劣化(乾燥、焼け、変⾊)
③可塑化安定性(発熱、均質溶融、射出量)
④ガス起因による成形不や⾦型汚染

バージン材料 リサイクル材料

16

植物由来樹脂・リサイクル材に適した各種アプリケーション



トピックス①-２

液状泡成形技術
L-Foam

 ⽔やアルコールを発泡剤とし、リサイクルが
可能な発泡成形技術．

 従来の発泡成形に対して、投資コストやラ
ンニングコストを⼤幅に削減．

 成形品の軽量化をはじめ、樹脂の使⽤量
低減による成形品のコスト削減．

 既納機の改造による対応が可能．
 ⼩型機から⼤型機まで対応可能．

複合成形技術
Multi-Mold SYSTEM

 1台の成形機で2つの⾦型を交互に成形
し、⽣産効率を最⼤2倍にまで向上可能．

 専⽤機を必要とせず、汎⽤の射出成形機
を⽤いるため、成形の⾃由度が⾼く、⼤型
機にも適⽤可能．

 射出成形機でシステムの⼀括制御が可
能．また、異なる⼆つの⾦型を⽤いる場合
も、⾃動で成形条件を切り替え可能．

 型内組⽴を組み合わせた複合成形への対
応も可能．

複合成形事例

①1次成形→取出し

③2次成形（オーバーモールド）

②2次側インサート→型内組⽴

・断熱性、蓄熱性が⾼い。
・⾼い意匠性と肌触りが良く、⽊材フロアとの⼤きな差別化。
・敷設作業が簡便。
・⼨法調整の際の切削が容易。→DIY製品としての可能性

環境負荷の少ない発泡成形技術 成形機1台で2台分の成形を可能とする複合成形技術

17

環境負荷低減に寄与する成形加⼯技術



・常熟ＣＳ小型シリーズの生産能力強化と売上の
拡大

・販社と連携しＩＴ電子機器関連をはじめとする
中国市場への攻略で地産地消を拡大

トピックス②
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19年 20年 21年予 22年計 23年計

売上計画

■中国事業の強化

（単位︓億円）
常熟現地法人 江蘇省常熟市

敷地面積：３３千㎡

第３⼯場増築計画
①投資⾦額︓約４億円
②床⾯積︓2,775㎡
③完成予定︓2022年11⽉

グローバル事業の強化
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第１⼯場

第２⼯場

第３⼯場

■中国工場の生産拡大
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資産の部
（単位:百万円）

2020年度
実績

2021/2Q
実績 増減 コメント

流動資産 19,511 21,237 +1,726
棚卸資産が11億円増加したことや受取⼿形及
び売掛⾦が6億円増加したこと等により、流動資
産は17億円増加。

現⾦及び預⾦ 7,183 7,165 △18
受取⼿形及び売掛⾦ 5,790 6,400 +610
棚卸資産 5,342 6,453 +1,111

固定資産 9,061 8,702 △359

減価償却が進み、固定資産は3億円減少。
有形固定資産 6,893 6,721 △172
無形固定資産 602 547 △55
投資その他資産 1,566 1,432 △134

資産合計 28,573 29,940 +1,367

負債・純資産の部
（単位:百万円）

2020年度
実績

2021/2Q
実績 増減 コメント

負債合計 10,414 11,147 +733 借⼊⾦の有利⼦負債は2億円減少したものの、
買掛⾦等の仕⼊債務が9億円増加したこと等に
より、負債合計は7億円増加。

⽀払⼿形及び買掛⾦ 4,686 5,607 +921
有利⼦負債残⾼ 960 760 △200

純資産合計 18,158 18,792 +634
親会社株主に帰属する四半期純利益の利益
剰余⾦が増加したことにより、6億円増加。⾃⼰
資本⽐率は前期62.6%から61.8%。

負債純資産合計 28,573 29,940 +1,367
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業界の射出成形機とダイカストマシンの出荷台数

8,875 
11,539 11,332 

8,847 8,011 
5,131 

3,803 

3,989 4,500 
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出典︓⽇本産業機械⼯業会
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400
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ダイカストマシン出荷台数

ダイカストマシン

出典︓⽇本ダイカストマシン⼯業会
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ＴＯＹＯ

本資料に記載している将来の⾒通しに関する記載は、当社が現時点で
把握可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々
な要因の変化によって⾒通しと⼤きく異なる場合があります。

連絡先 東洋機械⾦属株式会社 経営企画室
ＴＥＬ．（０７８）９４２－２３４５（代表）
ＦＡＸ．（０７８）９４３－７２７５
ＵＲＬ．ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｙｏ-ｍｍ．ｃｏ．ｊｐ．


